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準 備
矢作りの様子。明覚郷の一同が集まり、総出で矢の作成を行う。その数は 850 本にも及ぶ。矢作りの様子。明覚郷の一同が集まり、総出で矢の作成を行う。その数は 850 本にも及ぶ。

篠切りの様子。伐採し篠切りの様子。伐採し
た篠を 2 尺 8 寸の長た篠を 2 尺 8 寸の長
さで切りそろえる。さで切りそろえる。

西平でのクネユイの様子。西平でのクネユイの様子。
この時の独特の結び方はこの時の独特の結び方は

「イボユイ」と呼ばれる。「イボユイ」と呼ばれる。

流鏑馬前日のヨイ流鏑馬前日のヨイ
マチ。神前には山マチ。神前には山
海の食品が捧げら海の食品が捧げら
れる。昔は当日とれる。昔は当日と
同様に矢を射るこ同様に矢を射るこ
となどもしていた。となどもしていた。

篠磨き。切りそろえら篠磨き。切りそろえら
れた篠を、矢として使れた篠を、矢として使
えるよう加工を行う。えるよう加工を行う。
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   明覚郷当番家明覚郷当番家

馬場博幸さん（56 歳）

「いろいろなものが変化していく「いろいろなものが変化していく
この時代。受け継がれてきたこのこの時代。受け継がれてきたこの
伝統を、今なりのやり方で、時代伝統を、今なりのやり方で、時代
にあわせて残していきたい」にあわせて残していきたい」

    矢取り子矢取り子

馬場涼輔さん（11 歳）

「これは、馬場家に生まれた者と「これは、馬場家に生まれた者と
しての役目です。一生に一度のこしての役目です。一生に一度のこ
となので、最高の流鏑馬にできるとなので、最高の流鏑馬にできる
よう頑張ります」よう頑張ります」
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